



























の旧全集版とちくま学芸文庫版を適宜参照した。［DI］: Essai sur les données immédiates de la 
conscience, PUF, 2011.（『意識に直接与えられるものについての試論』）〔（『時間と自由』）平井
啓之訳 , 白水社 , 1992 年〕〔（『意識に直接与えられたものについての試論』）合田正人・平井靖
史訳 , ちくま学芸文庫 , 2002 年〕） / ［MR］: Les deux sources de la morale et de la religion , PUF, 
2012.（『道徳と宗教の二源泉』）〔中村雄二郎訳 , 白水社 , 1992 年〕〔（『道徳と宗教の二つの源
泉』）合田正人・小野浩太郎訳 , ちくま学芸文庫 , 2015 年〕 
2　もっとも、ベルクソンが『道徳と宗教の二源泉』を著すはるか以前の段階から道徳の問題





















































































































































































































































































4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
わたしたちの中に導き入れるのではない。音楽はむしろ、通行人をダンスへと駆
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り立てるように、わたしたちをそうした感情の中に導き入れる
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。そのときわれわれは、バッハの音楽の精神をあますところなく





























10　クラクストン（ハロルド）編 , トーヴィ（ドナルド・フランシス）注解 , 山根銀二訳『ベー
トーヴェン ピアノソナタ集 3 巻［楽譜］』全音楽譜出版社 , 発行年記載なし , 233-257 ページ






















































































の訳者（合田正人・平井靖史）による訳注 3、あるいは DIの PUF Quadrige増補校訂版の
Arnaud Bouanicheによる note 34.を参照。『意志と表象としての世界』では、「純粋な愛〔アガ
ペー , カリタス〕の本性」を「同情（Mitleiden）」とし、「他人の苦悩を自分の苦悩と同一視す
ること」としている（『意志と表象としての世界』in『ショーペンハウアー 中公バックス世界





て』in『倫理学の二つの根本問題』（『ショーペンハウアー全集第 9巻』前田敬作 , 芦津丈夫 , 
今村孝訳 , 白水社 , 1973 年に所収）390 ページ。尚、ベルクソンとショーペンハウアーとの比
較研究には François（Arnaud）« La volonté chez Bergson et Schopenhauer » in Methodos, 4 （2004） 
































12　石井敏夫 , 前掲書 , 106-110 ページ。
13　石井敏夫 , 上掲書 , 107 ページ。
14　石井敏夫 , 上掲書 , 110 ページ。
－ 94 －
齋　藤
すれば、それは、おのれのそうした本能にこそ抵抗することであろう。おそらく
その抵抗の実際は、わたしたち（の葉）をその表層で内向きに閉じられるように
結ばせて、社会的自我を本能的に養い育んだ（cultiver）あの責務に対し、今度は
抵抗としての新たな養育（cultiver）を試みることではないだろうか。その時のか
ぎが「感動」にあることはもはや言うまでもないだろう。わたしたちひとりひと
りが感動をもって事に当たり、わたしたちひとりひとりが先導者になろうとして
いるかと、問われているようにも思われる。
8．おわりに
道徳の問題をめぐるベルクソンの倫理思想は、ベルクソンの哲学に一貫する
「生」のありようを主軸として展開されていることが確認された。そして、円環か
ら脱却し、不動の状態に動性を見出して、創造して前進すること、すなわちそれ
は、「人間的であろうとすること」であるが、その根底に見出されたのは、ほかな
らぬ感情であった。理性的であることは人間的であることの何にも勝る特徴の一
つだが、人間的であることの「生の事実」は、感動にあるのであった。説明は、
いつも事後に行われる。しかし、ベルクソンは言うのである。わたしたちは「哲
学するまえに生きなければならない」と［MR.185］。
『道徳と宗教の二源泉』は、倫理規範を語ることも根拠を示して行為を正当化す
ることもしないが、ただ道徳の源泉を追究し、生のありようそのものを捉えよう
と努めることで、逆にわたしたちに現代の規範の何たるかを問い質しているので
ある。
